
■ 第7回 小和田地区安否確認訓練を実施
⼩和⽥地区安否確認訓練を6⽉25⽇(⽇)に実施致しま
した。新型コロナウィルス感染症はインフルエンザ並み
の扱いとなりましたので、ほぼコロナ禍前の⼿順での実
施となりました。
今回は「施設安否確認」を同時に実施、事前に各施設
宛てに配布した施設点検集計表を回収しました。⼀部、
不備もありましたが、次回からの注意点とします。
午前9時より⼀⻫に安否確認訓練を開始。各⾃治会か
らの報告は11時30分に完了しました。結果は表1に⽰し
ます。各⾃治会からの報告を以降に写真と掲載。

被災時には、まず⾃分と家族の安全を守る
「⾃助」を。そして、次の段階で、⾝近な
⽅々の安全を守る「近助」=「共助」がとて
も重要です。
安否確認訓練を⾏うことで、近隣の⽅々の
顔を知り、普段から挨拶を交わせる良い関係
を築きましょう。
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■本宿⾃治会
＜訓練内容＞事前に⾃治会内へ「安否確認訓練の⽬的・協⼒」の案内

⽂書等を全⼾配布し、当⽇は、組⻑・班⻑・⺠⽣委員・防災リーダー・
役員総勢240名体制で⾃治会内の3拠点(本宿町・⼩和⽥・⾚松町)から⾃
治会本部の会館へ、会館で集計後⼩和⽥⼩学校本部へ連絡し、終了時間
は11時30分と当初予定時間を超過してしまった。11時30分から役員と
⺠⽣委員で訓練の反省会を実施する。
安否確認対象施設：14件
＜反省事項＞

① 毎回のことだが、安否確認訓練の主旨が全員に充分浸透していな
い。(住⺠もスタッフも、確認タオルを確認だけすればよいと解釈
している) ⾃治会がやっているからではなく、近隣同⼠の繋がり
「共助」の重要性を周知徹底する必要がある。

② タオルすら出せない⽅(⾼齢者・障がい者)がいる。イザと⾔う時
には動けない。⽇頃からその様な⽅々が何処に居るのか、ご近所
が認識しておくことがより⼤切であることを改めて感じました。

表1 安否確認訓練集計結果

⼩和⽥⼩学校本部
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今年度鲍鲏鲃鱦協会⻑鱰就任鱜、鲃鱥右往左
往鱜鱫鱏鲏鲃鱞鱑、⼩和⽥地区鲗「楽鱜鱔、住
鲄鲉鱞鱉街」鱰近鱪鱖鲐様鱰取組鲄鲃鱞。
防災鱰関鱜鱫鱴、昨年度鲍鲏鲃鱦協鱳防災部

会鱑企画・⽴案鱜役員会鱳承認鲗得鱫実施鱴⾃
治会連合会鱑⾏鱋。鱭鱉鱋形鱰変鲔鲏鲃鱜鱤。
安否確認訓練鲇年々、装備鱑良鱔鱯鲏、訓練

時間鲇短縮鱚鲑PDCA鲇回鱚鲑進化鱜鱫鱒鱫鱉
鲐。鱭感鱝鲃鱞。
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■新宿⾃治会
昨年の反省会で決めた、メガホンでの開始案内、「無事ですカード」

⾮掲⽰世帯のインターフォン確認、避難⾏動要⽀援者⽀援、組名簿で確
認、蛍光反射テープをカードに全世帯が貼付、を実施。開催案内は２回
全⼾に配布。組⻑班⻑始め約190名が確認作業に参加しました。結果、
カードを掲⽰した世帯数は、参加938世帯中94％の880世帯となりまし
た。これは昨年来の⾃治会⾏事がパワーとなり、新宿全体の意識が向上
した表れと⾔えます。
課題は、集合住宅を主に約10％の不参加世帯があることと、避難が

困難な⽅への対応が挙げられます。安否確認対象施設：7件



■⾚松⾃治会
⾚松⾃治会の旧エリアでは、8時過ぎからハンドスピーカー

による「震度5の地震が発⽣しました・・」の⾃治会内へのア
ナウンスが安否確認訓練の合図です。9時にはYU-ZUルーム前
に設営した本部に、組⻑と防災リーダー、役員が集合して⽵内
副会⻑の指⽰のもと、各組へ⼆⼈⼀組で確認に向かいました。
シエリアマンションでは写真に⽰したように、担架による搬

送訓練も併せて実施しました。⾼層階を含めて4棟に分かれて
いるため、確認作業は⼿間取っていました。
確認率は旧エリア210世帯で53.3％（アパート含む）、シエ

リア347世帯で88.8％、全体では557世帯で75.4％でした。数
値的には昨年より確認率は増えましたが、アパートの確認率が
極めて低いことが旧エリアの確認率の低さの要因です。
今後はアパート住⼈への対応をどの様にするかが⼤きな課題

でしょう。安否確認対象施設：1件

■⾚松町⾃治会
今回コロナ前に戻し、安否確認標識が掲⽰されていない

世帯へは⼾別訪問にて安否を確認した。
避難⾏動要⽀援対象者がすべて⾃治会加⼊世帯であり、

かつ、⾮アパート居住者であることが確認できたため、他の
安否確認対象世帯と同様の対応をとることを、⺠⽣委員児童
委員と事前に合意し、当⽇を迎えた。
1組10〜20世帯あたり、安否確認者を評議員（＝組⻑）1

名のみで対応いただいている。評議員プラス防災リーダーの
複数名で対応させたいが、⼈員に余裕がない状態。防災リー
ダーの⼈数を増やす活動を続けたい。
アパート住⺠については、住⺠の⾃治会への参加意識が

低いこと、⼊⼝がロックされており中に⼊れず訪問による確
認が難しいこと、等により、今年度も安否確認対象から除外
した。本来であればアパート住⺠も安否確認対象世帯とすべ
きなので、検討を継続する。他⾃治会の好事例があれば取り
⼊れていきたい。安否確認対象施設：1件

■菱沼⼩和⽥⾃治会
安否確認訓練に参加させて頂き感謝致します。

天候にも恵まれ、参加者皆さんが怪我無く無事に
終了し⼤変良かったです。有事の際、突発的に危
機感を覚え正しい⾏動が出来る⼈は多くないと思
います。いざと⾔う時に計画通りの⾏動に移せな
い事が想像され、いち早く危機感を悟り素早く⾏
動に移せるようになる為にも、この訓練を何度も
重ねておく事が重要と考えます。
最後にこの訓練に関係された各位に御礼申し上

げます。安否確認対象施設：6件

■プランヴェール湘南茅ヶ崎⾃治会
世帯数100⼾のマンション単独の⾃治会ゆえ、この

訓練に対する認知も⼗分で確認時間も10分程度と短
時間でした。
マグネット式の「無事確認札」について、当⽇札

がないと判明した世帯があったこと、⾃治会所有の
トランシーバが、当⾃治会の本部と⼩和⽥⼩学校間
で通信できず、実際の距離での事前確認が漏れてい
たことも次回への課題です。

編集後記：今年鱬7回⽬鱭鱯鱨鱤安否確認訓練、鲫鳥鳂
禍前鱳⼿順鱬鱳対応鱑多鱔、鲜鳫鲷鱅鳓鳫鱬出鱜忘鲑確
認鱑出来鱫鱉鲃鱜鱤。鱘鱳確認⼿順鱑近助＝共助鱰鱩鱯
鱑鲐鱳鱬鱜鲌鱋。⼀⽅、避難⾏動要⽀援者宅鲗訪問鱜鱤
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安否確認中

結果、⺠⽣委員鱭鱴顔鱯鱝鲄鱬鲇、⾃治会⻑鱳顔鱴知
鲎鱟、鱩鱯鱑鲏鱳薄鱚鲗痛感鱜鲃鱜鱤。鲃鱤、鲚鳉鱅
鳀鲗対象外鱭鱜鱫鱉鲐地域鱑鱇鲏、実災害時鱳鲚鳉鱅
鳀住⺠鱽鱳対応鱰⼤鱒鱯課題鱑残鱚鲑鱫鱉鲃鱜鱤。


